
令和元年度   協 働 型 学 校 評 価 の 考 察     仙台市立立町小学校 

【協働型学校評価の協働目標】 

自分の思いを最後まで話すことができる児童の育成 

「自分の思いをわかりやすくしっかりと話しましょう」 

【協働型学校評価の重点目標】 

自分の思いをわかりやすくしっかりと話すことが出来る児童の割合「Ａできた」を，全体の６割

以上にする。 

【重点目標実現のための三者（学校・家庭・地域）の働きかけ＜改善活動＞】 

児童の取り組み 学校のはたらきかけ 家庭のはたらきかけ 地域のはたらきかけ 

 

◆自分の話し方・聞き方

 のめあてをたてる 

◆朝の会，帰りの会，授

 業，学校生活全般にお

 いて，「相手に伝える

 話し方」「経験と比べ

 た聞き方」に心がける 

◆「あいさつ運動」「子

 供会・地域の行事」に

 積極的に参加する  

 （コミュニケーション

  の場） 

 

◆学習指導・学校生活全

般を通して，よく聞き

最後まで話す指導を

する 

◆ソーシャルスキルを

 踏まえ，場に応じた基

 本的な話し方，聞き方

 を指導する 

◆児童の話を最後まで

 聞く 

◆児童が，応対が上手に

できたときは，ほめる 

 

◆家庭の実情に応じた

 「話し方」「聞き方」

 の目標を設定する 

◆児童の話を最後まで

 聞く 

◆児童が，応対が上手に

できたときは，ほめる 

◆相手の目を見て，明る

く挨拶ができる。 

◆自分の思いを表す言

葉を豊かにする。 

◆言葉をふやすために，

本を読む。 

 

◆行事等で，積極的に 

児童に話しかける機

会を多くする 

◆児童の話を最後まで

 聞く 

◆児童が，応対が上手に

できたときは，ほめる 

 

＜令和元度の取り組みから＞ 
 立町小学校では，平成２２年度から協働型学校目標の協働目標を「自分の思いを最後まで話しまし

ょう」とし，子供たちのコミュニケーションの力を家庭，地域と連携して育ててきました。平成３０

年度からは，目標設定をワンランクアップさせて「自分の思いをわかりやすくしっかりと話しましょ

う」とし，学校・家庭・地域の三者協働で児童に働き掛けを行ってきました。 

 １２月に実施した児童の自己評価では，「Ａそう思う」が昨年度の３６％から今年度は１ポイント

下がった３５％となりました。「Ｂややそう思う」については昨年度の４６％から今年度は１ポイン

ト上がった４６％とＡとＢを合わせた肯定的な評価の割合は昨年度とほぼ同じ値を示しました。今年

度の学習活動時には，どの学年も意識的によく聞き，最後まで話すことの指導を重点的に取り組んで

きましたが，変化の割合に大きな変動がなかったことは，自分の思いをわかりやすく伝えることの評

価の難しさを表していると考えられます。今後も「わかりやすく，しっかり話す」ことができるよう，

目標の具体像を共有し，家庭・地域と連携を図りながら指導・支援をしていく必要があると考えてい

ます。 

一方，保護者のアンケートでは，「自分の思いをわかりやすくしっかり話すことができるよう働き

かけ，子どもはできている」の設問に対し，「Ａできた」が３８％，「Ｃあまりそう思わない」が１

１％と昨年度と比較してそれぞれ４ポイント上がっています。肯定的評価と否定的評価の値がそれぞ

れ上がっていますが，これは，保護者が協働型学校評価の目標を理解し，お子様の話を最後まできち

んと聞こうという家庭での意識が高まったためだと考えられます。 

教職員の自己評価「指導により協働目標が児童に定着したか」では，「Ａそう思う」が昨年度から 

１０ポイントさがった評価となっています。また，「Ｃあまりそう思わない」の割合が１２ポイン

ト上がっています。これは，昨年度以上に意識的に「わかりやすくしっかり話すよう」指導を行った 

 



ものの，教師の目標が高く，その目標に児童の姿が到達していないと判断したためと思われます。学

年相応の具体的な児童の姿を設定し，今後さらに児童に対しての働き掛けを工夫・改善していく必要

があると考えております。 

次年度も，協働目標「自分の思いをわかりやすくしっかりと話しましょう」への取り組みを継続し，

自分の思いを，目的を考えてわかりやすく，しっかりと話すことができる児童の育成に努めたいと考え

ています。 

 

【令和元年度の評価】 ※１２月実施 

   Ａ：そう思う  Ｂ：ややそう思う  Ｃ：あまりそう思わない  Ｄ：そう思わない 

＜協働型学校評価の重点目標（協働目標）＞ 

 

 

 ＜児童の自己評価＞ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ 

Ａ ９２人  ７０人 ７３人 

Ｂ ６９人 ８９人 １０１人 

Ｃ ２７人 ２７人 ２６人 

Ｄ ４人 ６人 １１人 

 

 

 

 ＜保護者の評価＞ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ 

Ａ ３３人 ４７人 ６２人 

Ｂ １０８人 ８１人 ７６人 

Ｃ ２７人 １０人 １８人 

Ｄ ４人 ０人 ３人 

 

 

 

 

 

  ＜教職員の評価＞ 

 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ 

Ａ １８％ １０％ ０％ 

Ｂ ７３％ ６０％ ５８％ 

Ｃ ９％ ３０％ ４２％ 

Ｄ ０％ ０％ ０％ 
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「自分の思いをわかりやすくしっかりと話す」
ことができるよう働きかけ，子はできている
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指導により協働目標が児童に定着したか
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